
CSVIEW/VoiceOperator v8.1 環境負荷評価モデル
音声とFAXによる商品やサービスの自動案内、チケットや施設予約など、幅広いシーンでの音声ガイダンスの流れ
を自在に作成し、運用していくことができるIVRシステム。NEC独自の音声合成技術により、人間の発声に近い自
然な音声を実現可能等、オプション機能も充実。バージョンアップにより音声認識結果に基づく自動振分を実現。
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多言語(英、中、韓)音声合成のため応答3か
国語についてはメッセージの作成は不要

アナウンサーが年1回来て
応答メッセージを作成（約10ｋｍ）

2名（日本語英語対応／中国語韓国語対応）
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（片道約10km）
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用件を発話するだけで、
音声認識結果に基づく振分
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昼：5名×2交代

（内多言語対応可能は
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昼：3名×2交代※
（内多言語対応可能
2名×2交代）
夜：2名

※自動振分によりいずれ
かの窓口へ振り分け可能
であり、その他窓口対応
員を減らすことが可能
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